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1.  平成23年2月期第1四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第1四半期 43,262 △7.5 △50 ― 47 ― △712 ―

22年2月期第1四半期 46,793 ― △162 ― △105 ― 134 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第1四半期 △1,128.00 ―

22年2月期第1四半期 213.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第1四半期 104,553 59,862 53.8 89,047.00
22年2月期 105,202 61,197 54.7 91,117.00

（参考） 自己資本   23年2月期第1四半期  56,220百万円 22年2月期  57,527百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 1,000.00 ― 1,000.00 2,000.00
23年2月期 ―

23年2月期 
（予想）

1,000.00 ― 1,000.00 2,000.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

87,000 △6.3 △400 ― △300 ― △1,700 ― △2,693.00

通期 175,000 △2.6 2,500 ― 2,700 ― 100 ― 158.00
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
詳細は、「定性的情報・財務諸表等 ４その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、様々な要因によって上記予想と大きく異なる可能性
があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期第1四半期 662,405株 22年2月期  662,405株

② 期末自己株式数 23年2月期第1四半期  31,046株 22年2月期  31,046株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 23年2月期第1四半期 631,359株 22年2月期第1四半期 631,359株
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当第１四半期連結累計期間における外食業界を取り巻く環境は、節約志向や購買意欲の停滞等から消費

者の外食を控える傾向は依然として強く、経営環境は引き続き厳しい状況が続いております。このような

環境の中、当社グループは、当期「今後、外部環境がさらに悪化し、売上高が減少したとしても今期末ま

でに連結営業利益率５％を達成できる収益構造をつくり上げる」という経営課題を掲げ、グループ全社で

取組んでおります。その実現に向け、グループ横断的な取組みである「商品・物流委員会」による仕入れ

コスト削減や物流システム改善を図り、また、業務効率の向上を目指し、グループ内の管理業務の統合に

向けて準備を開始いたしました。 

  その一方で、主要各社では「原点回帰」を図り、店舗サービスレベルの向上、既存商品のブラッシュア

ップと新商品開発を実践し、お客様から支持される業態づくりに努めてまいりました。 

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、432億62百万円と減収となりましたが、主

要各社の収益力改善施策等により営業損失50百万円と改善し、経常利益は47百万円の増益となりました。

しかしながら、赤字店舗撤退に伴う固定資産除却損や減損損失等の特別損失を７億54百万円計上したこと

から四半期純損失は７億12百万円となりました。 

連結売上高      432億62百万円 （前年同期差△35億30百万円） 

連結営業損失         50百万円 （前年同期差  １億11百万円） 

連結経常利益         47百万円 （前年同期差  １億53百万円） 

連結四半期純損失 ７億12百万円 （前年同期差△８億46百万円） 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 

①  牛丼関連事業 

  ㈱吉野家につきましては、本来、吉野家の持つ価値である「うまい、やすい、はやい」の回復を図

り、既存店の活性化に向けて取組みを開始いたしました。併せて、１店当たりの投資額を抑えた低投

資モデル店舗の出店や、時代に適応した損益分岐点を引き下げた店舗フォーマットづくりに着手いた

しました。４月には春恒例のディスカウントセール「春の牛丼祭」を実施し、期間中の客数前週比平

均200％超を達成したものの、景気悪化による消費者の外食を控える傾向は依然として強く、顧客獲

得に向けて低価格化を推し進める企業が相次いだこともあり、来客数が減少したため、既存店売上高

前年比は前年同期比13.9%減となりました。店舗展開につきましては、20店舗を出店し、不振店等22

店舗を閉鎖した結果、国内の「吉野家」の総店舗数は1,183店舗となりました。 

  海外の吉野家につきましては、2010年２月にヨシノヤアメリカ・インクにおいて100店出店を達成

いたしました。また、㈱吉野家インターナショナルは、中国でのブランド認知向上を図るため、2010

年５月から開催されている「上海国際博覧会」において、子会社である上海吉野家快餐有限公司が

「上海世界博店」を出店いたしました。５月の１日平均入客数は約2,300名と、多くのお客様にご来

店いただき好評を得ております。店舗展開につきましては、19店舗を出店し、不振店等４店舗を閉鎖

した結果、海外の「吉野家」の総店舗数は414店舗となりました。以上、国内外をあわせた「吉野

家」の当期末における総店舗数は1,597店舗となりました。 

牛丼関連事業連結売上高      251億44百万円（前年同期差△13億56百万円） 

牛丼関連事業連結営業利益     ３億57百万円（前年同期差△４億76百万円） 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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②  寿司関連事業 

  ㈱京樽におきましては、「事業構造の改革による利益体質への転換」に向け、まずエリア・マネジ

ャー教育の充実、営業支援チームによる店舗指導強化等を実施し、店舗運営力の向上を図りました。

また、売上高に応じた労働時間の管理、商材単価の低減、業務の集約や見直し等を行い、コスト削減

に取組みました。しかしながら、戦略的な商品価格改定による客単価低下に加え、景気低迷の影響や

花見時期が４月となったこと等から客数が伸び悩み、既存店売上高前年比は前年同期比9.4％減とな

りました。店舗展開につきましては、２店舗を出店し、不振店を５店舗閉鎖した結果、総店舗数は

363店舗となりました。 

寿司関連事業連結売上高    60億83百万円（前年同期差△５億22百万円） 

寿司関連事業連結営業損失        77百万円（前年同期差  ２億３百万円） 

③  ステーキ関連事業 

  ㈱どんにおきましては、当第１四半期においては「どん亭」の客数の減少に加え、景気悪化の影響

等から㈱どんの既存店売上高前年比は前年同期比9.7％減となったものの、営業利益は黒字に転じて

おります。当期の経営方針を「元気のある会社創り」として、お客様の期待以上のサービスの提供と

外部環境に左右されない強いどんの創造を図りました。具体的な取組みとしては、従業員の教育研修

の強化と実践、店舗のクレンリネスの徹底と店舗の改装、本社のスリム化と生産部門の効率化、お客

様のニーズに合わせたメニュー開発等に取組んでおります。店舗展開につきましては、「ステーキの

どん」を中心に不振店を22店舗閉鎖した結果、総店舗数は173店舗となりました。 

ステーキ関連事業連結売上高   60億71百万円（前年同期差△６億45百万円） 

ステーキ関連事業連結営業利益     ２百万円（前年同期差  ３億44百万円） 

④  うどん関連事業 

  ㈱はなまるにおきましては、主力メニューのバリューアップと改廃を実施、今期は季節商品として

３月に「ねばとろぶっかけ」を発売いたしました。しかしながら、競合店の新規参入が相次ぎ競争激

化等により、既存店売上高前年比は前年同期比3.7％減となりました。また、日本の食文化である

「うどん」を世界に広めるため、中国で開催されている「上海国際博覧会」に海外初出店となる「花

丸烏冬世博店」を出店いたしました。５月の平均入客数は約780名と中国でのブランド認知がない中

でスタートし、徐々に客数を増加させております。店舗展開につきましては、５店舗の出店し、不振

店を１店舗閉鎖した結果、総店舗数は273店舗となりました。また、㈱千吉を加えたうどん関連事業

の総店舗数は286店舗となりました。 

うどん関連事業連結売上高     35億74百万円（前年同期差  １億43百万円） 

うどん関連事業連結営業利益   ２億７百万円（前年同期差      68百万円） 
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当第１四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億48百万円減少し1,045億53

百万円となりました。負債は、前連結会計年度末に比べ６億86百万円増加し446億90百万円となりま

した。純資産は、前連結会計年度末に比べ13億34百万円減少し598億62百万円となりました。これら

の結果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ2,070円減少し89,047円となり、また、自

己資本比率は、前連結会計年度末比0.9ポイント下降し53.8％となりました。 

また、連結キャッシュフローの状況におきましては以下のとおりであります。 

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、換算差額を加え146億95百万円

（前年同期は175億73百万円）となりました。 

①  営業活動によるキャッシュフロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少額12億39百万円及び税金等調整前四半期純

損失５億57百万円等の減少要因があったものの、たな卸資産の減少額17億72百万円及び減価償却費13

億17百万円等の増加要因により21億37百万円の増加（前年同期は10億53百万円の増加）となりまし

た。 

②  投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形・無形固定資産の取得による支出14億11百万円及び差

入保証金の差入による支出２億86百万円等により14億55百万円の減少（前年同期は32億57百万円の減

少）となりました。 

③  財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出９億19百万円及び配当金の支

払額６億39百万円等の減少要因があったものの、短期借入金の純増額13億77百万円及び長期借入れに

よる収入９億円等の増加要因により４億81百万円の増加（前年同期は４億74百万円の減少）となりま

した。 

  

平成23年２月期の連結業績予想につきましては、本資料の公表時点において、平成22年４月14日の

決算短信で発表しました第２四半期連結累計期間及び通期連結業績予想に変更はありません。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

 法人税等並びに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックスプランニングを利用する方法、あるいは繰延税金資産の回収可能性に関して前連結会計年度末

以降に経営環境等、または、タックスプランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを使用する

方法によっております。 

  

 該当事項はありません。 

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,904 14,087

受取手形及び売掛金 3,571 3,963

商品及び製品 1,864 1,659

仕掛品 53 75

原材料及び貯蔵品 4,817 6,767

その他 4,170 3,469

貸倒引当金 △18 △19

流動資産合計 29,363 30,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,527 25,764

その他（純額） 15,040 14,002

有形固定資産合計 40,568 39,766

無形固定資産

のれん 291 636

その他 3,449 3,474

無形固定資産合計 3,740 4,111

投資その他の資産

投資有価証券 923 911

差入保証金 16,589 16,833

繰延税金資産 2,176 2,465

その他 11,569 11,412

貸倒引当金 △378 △302

投資その他の資産合計 30,880 31,320

固定資産合計 75,189 75,198

資産合計 104,553 105,202
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,586 5,818

短期借入金 5,986 4,595

1年内返済予定の長期借入金 3,571 3,341

リース債務 770 413

未払法人税等 346 1,282

賞与引当金 2,162 1,318

役員賞与引当金 23 72

株主優待引当金 328 120

店舗閉鎖損失引当金 － 464

その他 8,748 8,870

流動負債合計 26,524 26,298

固定負債

社債 300 300

長期借入金 11,025 11,273

リース債務 2,082 1,303

退職給付引当金 1,878 1,902

その他 2,879 2,926

固定負債合計 18,166 17,705

負債合計 44,690 44,004

純資産の部

株主資本

資本金 10,265 10,265

資本剰余金 11,153 11,153

利益剰余金 42,316 43,659

自己株式 △5,946 △5,946

株主資本合計 57,789 59,132

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4 △12

為替換算調整勘定 △1,563 △1,592

評価・換算差額等合計 △1,568 △1,605

少数株主持分 3,642 3,670

純資産合計 59,862 61,197

負債純資産合計 104,553 105,202
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(2) 【四半期連結損益計算書】

  【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

売上高 46,793 43,262

売上原価 17,671 15,825

売上総利益 29,121 27,436

販売費及び一般管理費 29,283 27,486

営業損失（△） △162 △50

営業外収益

受取利息 16 13

受取配当金 8 6

受取賃貸料 137 147

持分法による投資利益 11 0

雑収入 108 174

営業外収益合計 282 343

営業外費用

支払利息 80 105

賃貸費用 89 107

雑損失 56 32

営業外費用合計 226 245

経常利益又は経常損失（△） △105 47

特別利益

固定資産売却益 5 －

投資有価証券売却益 17 －

評定済資産戻入益 83 20

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － 101

その他 － 27

特別利益合計 106 149

特別損失

固定資産除却損 158 230

減損損失 507 404

貸倒引当金繰入額 － 78

その他 36 40

特別損失合計 702 754

税金等調整前四半期純損失（△） △702 △557

法人税、住民税及び事業税 538 230

法人税等調整額 △1,158 △79

法人税等合計 △620 151

少数株主利益又は少数株主損失（△） △217 3

四半期純利益又は四半期純損失（△） 134 △712
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △702 △557

減価償却費 1,400 1,317

のれん償却額 253 32

貸倒引当金の増減額（△は減少） △183 74

賞与引当金の増減額（△は減少） 900 843

退職給付引当金の増減額（△は減少） △46 △23

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △163 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △67 △48

株主優待引当金の増減額（△は減少） － 208

受取利息及び受取配当金 △24 △20

支払利息 80 105

持分法による投資損益（△は益） △11 △0

投資有価証券売却損益（△は益） △17 －

固定資産除売却損益（△は益） 153 226

減損損失 507 404

店舗閉鎖損失引当金戻入額 － △101

売上債権の増減額（△は増加） 365 391

たな卸資産の増減額（△は増加） △599 1,772

仕入債務の増減額（△は減少） 672 △1,239

その他 976 △97

小計 3,495 3,289

利息及び配当金の受取額 25 14

利息の支払額 △79 △108

法人税等の支払額 △2,388 △1,058

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,053 2,137

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △365 △5

定期預金の払戻による収入 113 355

有形固定資産の取得による支出 △2,465 △1,223

有形固定資産の売却による収入 53 54

無形固定資産の取得による支出 △437 △187

有形固定資産の除却による支出 △77 △168

差入保証金の差入による支出 △269 △286

差入保証金の回収による収入 179 52

貸付けによる支出 △8 △29

貸付金の回収による収入 71 85

投資不動産の取得による支出 － △76

関係会社出資金の払込による支出 － △28

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△42 －

その他 △8 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,257 △1,455
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △153 △181

短期借入金の純増減額（△は減少） 218 1,377

長期借入れによる収入 1,000 900

長期借入金の返済による支出 △890 △919

社債の償還による支出 △8 △16

子会社の自己株式の取得による支出 △2 －

配当金の支払額 △639 △639

少数株主への配当金の支払額 － △40

財務活動によるキャッシュ・フロー △474 481

現金及び現金同等物に係る換算差額 79 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,599 1,167

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 399 －

現金及び現金同等物の期首残高 19,774 13,527

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,573 14,695
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年５月31日) 

  

 
(注) １  事業区分の方法 

    事業区分は、事業組織別及び販売商品等を勘案し、区分しております。 

２  各事業区分に属する主要な商品等の名称 
  

   
３  会計処理方法の変更 

(棚卸資産の評価に関する会計基準) 

  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」２  (1)に記載のとおり、当第１四半

期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号  平成18年７月５日公表

分)を適用しております。この変更による損益への影響は軽微であります。 

４  事業区分の変更 

  事業区分の方法につきましては、従来、ステーキ・しゃぶしゃぶの店頭販売、さぬきうどん・カレーうど

んの店頭販売を「その他飲食事業」に含めておりましたが、ステーキ・しゃぶしゃぶの店頭販売につきまし

ては、売上高割合が増加したことにより、さぬきうどん・カレーうどんの店頭販売につきましては、営業利

益割合が増加したことにより、事業の状況をより適切に反映した情報を開示するため、当第１四半期連結累

計期間よりステーキ・しゃぶしゃぶの店頭販売につきましては「ステーキ関連事業」、さぬきうどん・カレ

ーうどんの店頭販売につきましては「うどん関連事業」として独立して表示することといたしました。 

  また、従来、㈱上海エクスプレスが運営しておりました中華・西洋料理の宅配業につきましては「その他

飲食事業」に含めておりましたが、平成21年３月31日の全株式譲渡にともない「その他飲食事業」から外れ

ております。 

  当第１四半期連結累計期間より、上海吉野家快餐有限公司、福建吉野家快餐有限公司、㈱石焼ビビンパ、

㈱三幸舎ランドリーセンターにつきましては、重要性が増したため新たに連結の範囲に含めることといたし

ました。それにともない上海吉野家快餐有限公司、福建吉野家快餐有限公司の事業を「牛丼関連事業」に、

㈱石焼ビビンパの事業を「その他飲食事業」に、㈱三幸舎ランドリーセンターの事業を「その他の事業」に

含めて表示しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

牛丼 
関連事業 
(百万円)

寿司 
関連事業 
(百万円)

ステーキ
関連事業 
(百万円)

うどん
関連事業
(百万円)

スナック
関連事業
(百万円)

その他
飲食事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
  対する売上高

26,491 6,603 6,717 3,431 2,079 1,061 408 46,793 ― 46,793

(2) セグメント 
  間の内部売上 
  高又は振替高

9 2 ― ― 6 ― 904 922 (922) ―

計 26,500 6,606 6,717 3,431 2,085 1,061 1,313 47,715 (922) 46,793

営業利益又は 
営業損失(△)

834 △280 △341 139 35 △209 27 204 (366) △162

事業区分 区分に属する主要な商品等の名称

牛丼関連事業 牛丼、豚丼、朝定食、お新香等及び肉、米、タレ等の食材並びに弁当箱等の包材及び備品

寿司関連事業 店頭販売における鮨の持ち帰り及び回転寿司

ステーキ関連事業 ステーキ、しゃぶしゃぶの店頭販売

うどん関連事業 さぬきうどん、カレーうどんの店頭販売

スナック関連事業
たい焼、たこ焼、お好み焼き等の商品を主体とした各種和風ファーストフード、和菓子の製
造・販売

その他飲食事業 持ち帰り惣菜、石焼ビビンバの店頭販売、ラーメンの店頭販売、中華・西洋料理の宅配

その他の事業 施設設備の工事及び営繕、不動産賃貸、業務用クリーニング
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当第１四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日) 

  

 
(注) １  事業区分の方法 

    事業区分は、事業組織別及び販売商品等を勘案し、区分しております。 

２  各事業区分に属する主要な商品等の名称 
  

 
  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年５月31日) 

  全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日) 

  全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年５月31日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年５月31日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

牛丼 
関連事業 
(百万円)

寿司 
関連事業 
(百万円)

ステーキ
関連事業 
(百万円)

うどん
関連事業
(百万円)

スナック
関連事業
(百万円)

その他
飲食事業
(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
  対する売上高

25,130 6,081 6,071 3,574 1,902 338 161 43,262 ― 43,262

(2) セグメント 
  間の内部売上 
  高又は振替高

13 1 ― ― 5 ― 638 659 (659) ―

計 25,144 6,083 6,071 3,574 1,907 338 800 43,921 (659) 43,262

営業利益又は 
営業損失(△)

357 △77 2 207 △12 △25 50 503 (554) △50

事業区分 区分に属する主要な商品等の名称

牛丼関連事業 牛丼、豚丼、朝定食、お新香等及び肉、米、タレ等の食材並びに弁当箱等の包材及び備品

寿司関連事業 店頭販売における鮨の持ち帰り及び回転寿司

ステーキ関連事業 ステーキ、しゃぶしゃぶの店頭販売

うどん関連事業 さぬきうどん、カレーうどんの店頭販売

スナック関連事業
たい焼、たこ焼、お好み焼き等の商品を主体とした各種和風ファーストフード、和菓子の製
造・販売

その他飲食事業 持ち帰り惣菜の店頭販売

その他の事業 施設設備の工事及び営繕、不動産賃貸、業務用クリーニング

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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